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 苫小牧市矢代スポーツセンター保安警備業務仕様書  

 

 

１ 警備業務 

  指定管理者は、苫小牧市矢代スポーツセンターに係る次に掲げる保安警備業務を

誠実に実行し、財産の保全をはかるものとする。 

（１）火災、盗難、破壊又は不法行為の防止 

（２）事故発生時における関係先への通報、連絡及び処置 

（３）警備実施結果の業務報告 

 

２ 機器の設置及び監視体制 

  指定管理者は、次項に掲げる設置箇所に機械警備を行うために必要な警報センサ

ー等の機器（以下「機器」という。）を設置し、５項に掲げる警備時間中、機器に

より感知される異常の有無を警報受信装置等（以下｢受信装置｣という。）により間

断なく監視し、警備の安全を図るものとする。 

 

３ 機器の設置箇所 

   機器の設置箇所は、別添図面のとおりとする。 

 

４ 警備員による巡回 

（１）指定管理者は、次項に掲げる巡回警備時間に警備員を派遣するものとする。 

 （２）指定管理者は、警備員に対し、警備に必要な服装、及び懐中電灯等を携行させ

るとともに、指定管理者が発行する身分証明書を携行させるものとする。 
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５ 警備時間 

  警備時間については、次のとおりとする。 

（１）機械警備 

   ① 毎 夜：午後９時１５分から、翌日午前８時４５分まで 

   ② 休館日：午前８時４５分から、翌日午前８時４５分まで 

    （休館日は、毎月の第１、第３木曜日、１２月２９日から翌年１月３日まで。） 

 （２）巡回警備 

   毎  夜：午後９時１５分から、翌日午前８時４５分までの間、建物の外周を不定

時に１回以上の巡回を実施する。 

 

６ 警備担当者及び警備員の選任 

  指定管理者の警備担当者及び警備員の指導、監督及び人事に関して、一切を指定

管理者の責任において行うものとする。 

 

７ 緊急連絡者名簿の提出 

（１）指定管理者は、苫小牧市（以下「市」という。）に対し、あらかじめ指定管理

者の指定する緊急連絡者名簿を提出するものとする。 

 （２）指定管理者は、当該緊急連絡者に変更があるときは、遅滞なくその都度文書を

もって市に通知するものとする。 
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８ 異常事態発生時の処置 

指定管理者は、５項に掲げる警備時間中に異常又は事故が発生したときは、次の

とおり処置を行わなければならない。 

 （１）施設に急行し異常事態の確認をするとともに、事態の拡大防止を図るため適切

な処置を行うこと。 

 （２）警備担当者に状況を連絡し、必要に応じ警備の強化を図ること。 

 （３）市の指定する職員へ緊急に連絡するとともに、市の職員の指示を受け、適切な

処置を行うこと。 

 

９ 機器の保守 

  指定管理者は、機器が正常な機能を保持するため、毎月１回以上定期的に保守点

検を行うとともに、警備本部において警備時間中に機器の正常な作動を確認し、機

器に異常が生じたときは、直ちに必要な処置を行わなければならない。 

 

１０ 鍵の保管 

 指定管理者は、市から預託された警備実施に必要な鍵を厳重に取り扱い保管する

ものとする。 

 

１１ 緊急時の業務報告 

８項に掲げるもののほか、異常事態発生時に処置を実施した場合は、速やかに報

告書を市に提出するものとする。 

 

１２ その他の事項 

 この仕様書に定めのない事項については、その都度、指定管理者と市が協議して

決定するものとする。 
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（別添）苫小牧市矢代スポーツセンター機械警備用装置配置図 

 

 

 

 

 


